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毛
織
物
な
ど
の
織
物
業
が
盛
ん
な
愛
知
県
尾
張
地
域
。
繊
維
産
地
と
し
て
国
内
経
済

の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。
し
か
し
近
年
は
国
内
市
場
の
需
要
減
少
や
中
国
な
ど
の
海

外
製
品
の
流
入
に
よ
り
、
産
地
企
業
の
多
く
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
愛
知
県
の
公
設
試
験
場
で
あ
る
愛
知
県
産
業
技
術
研
究
所
尾
張
繊

維
技
術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
繊
維
産
業
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。　
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古
屋

・
伊
藤
吉
登
）
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尾
張
地
域

の

一
宮
市
や
稲

沢
市

な

ど

に

は

優

れ

た

織

物
、
染
色
、
撚
糸
技
術
を
持

つ
企
業
が
集
積
す
る
。
し
か

し

「
あ

い
ち
の
工
業
」
に
よ

る
と
、
同
地
域
が
大
半
を
占

め
る
愛
知
県
の
毛
織
物
の
製

造
品
出
荷
額
は
１
９
９
９
年

の
１
０
０
３
億
円
か
ら
０８
年

は
４
９
３
億

円
と
半
減
し
、

事
業
者
数
も
約
２
０
０
社
減

の
１
４
５
社
と
な

っ
た
。
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
国

内
需
要
の
低
迷
と
中
国
な
ど

か
ら
の
安
価
な
製
品
の
大
量

輸
入
が
主
な
要
因
だ
。

一
方
で
同
地
域
の
高
度
な

繊
維
加
工
技
術
を
活
用
し
た

製
品
の
裾
野
の
広
が
り
を
期

待
す
る
。
先
進
国
を
中
心
と

し
た
高
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性

の
ニ
ー
ズ
が
新
興
国
に
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
や
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
医
療
と
い
っ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
以
外
の
先
端
分
野
で

利
用
さ
れ
る
こ
と
だ
。

一
宮
市
に
あ
る
愛
知
県
産

業
技
術
研
究
所
尾
張
繊
維
技

術
セ
ン
タ
ー
に
は
繊
維
関
係

者
か
ら
年
間
３
０
０
０
件
を

超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
。
繊
維
関
連
で
セ
ン
タ
ー

を
組
織
す
る
の
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
毛
織
物
に

つ
い
て

は
全
国
で
唯

一
の
相
談
窓

口

だ
。
００
年
に
は
糸

の
位
置
関

係
や
動
き
ま
で
を
３
次
元
で

再
現

で
き
る
織
物
構
造
の
シ

ミ

ュ
レ

ー

タ

ー

を

開

発

し

た
。
同
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
に

―
で
は
衣
料
製
造
に
関
す
る

相
談
が
多
い
が
、
繊
維
加
工

技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
事

業
を
模
索
す
る
企
業
へ
も
積

極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
０２

年
の
組
織
改
編
で
愛
知
県
の

他
の
セ
ン
タ
ー
と
も
人
事
交

流
が
進
み
、
電
子
や
電

機
な

ど
の
専
門
知
識
を
持

つ
研
究

員
が
所
属
す
る
こ
と

に
な

っ

た
。
こ
の
た
め
セ

ン
サ
ー
機

能
を
持
た
せ
た
繊
維
な
ど
新

部
材
の
研
究
開
発
も
進
ん
で

い
る
。
尾
張
繊
維
技
術
セ
ン

タ
ー
の
池
口
達
治
主
任
研
究

員
は

「
服
が
セ

ン
サ
ー
の
役

目
を
し
、
近
づ

い
た
り
触
れ

た
り
す
る
と
認
識
す
る
」
と

話
し
て
お
り
、
介
護
や
産
業

用

ロ
ボ

ッ
ト

の
需
要
を
模
索

す
る
。

セ
ン
サ
ー
織
物
は

「
医

工

連
携
」
分
野

で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
愛
知
県
の

「
知

の

拠
点
」
の
先
導
的
中
核
施
設

で

取

り

組

む

重

点

研

究

の

「
超
早
期
診
断
技
術
開
発
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
も
セ

ン
サ

ー
織
物
が
活
躍
中
だ
。
生
活

習
慣
病
な
ど
に
関
係
す
る
生

体
情
報
を
日
常
的
に
モ

ニ
タ

年
４
月
に
組
織

し
、
繊
維
を

織
る
技
術
を
応
用
し
て
ロ
ボ

ッ
ト
向
け
の
通
信
用
ケ
ー
プ

ル
と
電
磁
波
吸
収
材
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。

ケ
ー
ブ
ル
は
テ
キ
ス
タ
ィ

ル
に
導
電
糸
を
織
り
込
ん
だ

も
の
で
、
軽
く
て
曲
げ
に
も

強

い
の
が
特
徴
。

ロ
ボ

ッ
ト

の
動
き
を
滑
ら
か
に
す
る
の

に
威
力
を
発
揮
す
る
。
会
員

の
繊
維
関
連
メ
ー
カ
ー
の
若

手
経
営
者
が
中
心
と
な

っ
て

実
現
を
目
指
し
て
お
り

「
織

り
方
や
ど
ん
な
導
電
糸
が
よ

い
か
な
ど
を

ア
ド
バ
イ

ス
し

た
」

（
島
上
祐
樹
尾
張
繊
維

技
術
セ
ン
タ
ー
素
材
開
発
室

主
任
研
究
員
）
と
尾
張
繊
維

技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
も
得

て
い
る
。

電
磁
波
吸
収
材
は
テ
キ

ス

タ
イ
ル
に
特
殊
加
工
を
施
し

た
ス
テ
ン
レ
ス
線
を
織
り
込

ん
だ
も
の
。
電
磁
波
を
遮
断

す
る
だ
け
で
な
く
吸
収
し
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
電
磁
波
か
ら
受

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を

防
ぐ
働
き
が
期
待
で
き
る
。

同
商
工
会
は
４
月
に
ロ
ボ

ッ
ト
関
連
部
材
の
開
発
で

「あ
い
ち
中
小
企
業
応
援
フ

ァ
ン
ド
」
助
成
事
業
の
採
択

を
受
け
た
。
６
月
に
は
同
協

議
会
を
中
心
に
ロ
ボ
ッ
ト
部

品
の
開
発
の
方
向
性
や
展
開

の
方
法
を
学
ぶ
た
め
基
礎
研

究
会
と
応
用
研
究
会
も
設
立

し
た
。
今
後
、
各
研
究
会
を

隔
月
で
開
催
す
る
な
ど
し
、

開
発
体
制
を
強
化
す
る
。

‐２
年
度
に
は
同
協
議
会
の

会
員
が
中
心
と
な
リ
ベ
ト
ナ

ム
で
通
信
用
ケ
ー
ブ
ル
と
電

磁
波
吸
収
材
を

紹
介
し
、
現
地

の
電
機
関
連
メ

ー
カ
ー
に
売
り

込
む
予
定
だ
。

さ
ら
に
１３
年
度

に
は
法
人
な
ど

一
事
業
推
進
体

の

一
設
立
も
検
討
し

一
て
い
る
。

繊
維
業
界
を
取
り
巻
く
現

状
を
愛
知
県
産
業
技
術
研
究

所
尾
張
繊
維
技
術
セ
ン
タ
ー

機
能
加
工
室
の
加
藤
淳
二
室

長
に
開
い
た
。

セ
ン
サ
ー
の
機
能
を
持
た
せ
た
織
物

―
愛
知
県
尾
張
地
区
の
繊
　
一局
い
も
の
は
こ
こ
で
し
か
作
　
　
「独
自
技
術
で
さ
ら
に
付
　
じ
め
防
炎
や
擁
水
と
い
っ
た
　
の
た
め
に
織
物
の
付
加
価
値

維
業
界
の
現
状
は
。
　
　
　
　
れ
な
い
。
長
年
培
っ
た
ノ
ウ
　
加
価
値
を
高
め
て
工
賃
仕
事
　
以
前
か
ら
存
在
す
る
高
機
能
　
向
上
に
応
え
る
従
来
型
の
研

「
ア
パ
レ
ル
向
け
織
物
は
　
ハ
ウ
が
あ
る
。
そ
れ
を
い
か
　
か
ら
提
案
型
の
製
品
づ
く
り
　
化
の
追
求
は
続
け
る
。
そ
の
　
究
と
合
わ
せ
て
先
行
開
発
も

瑚

潔

一
雌
籠
い
動
り

付

加

価

値

向

上

、

先

行

開

発

も

つ
け
引
嘲
ψ
雌
構
Ｍ
っ
輔

●
●
■
ド
一一■
一
価
格
競
争
で
　
に
生
か
す
か
が
重
要
だ
」
　
　
に
転
換
す
る
必
要
も
出
て
く
　
上
で
織
物
技
術
を
活
用
し
、
　

の
機
械
で
対
応
で
き
る
。
産

よ
リ
パ
ソ

コ

ン
画
面
上
で

複
雑
な
織
り

方
を
解
析
で

き
る
よ
う
に

な
り
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
を

ベ
ー
ス
に
車

の
シ
ー
ト
の

シ
ワ
や
ひ
ず

み
を
抑
え
る

手
法
も
開
発

さ
れ
た
。

同
セ
ン
タ

本
曽
川
商

工
会

（
愛
知
県

一
富
市
、
五
藤
政
尋
会
長
、

０
５
８
６

・
８
７

・
３
６
１

８
）
は

「
本
曽
川
産
業

ク
ラ

ス
タ
ー
創
生
協
議
会
」
を
１０

中公
核設
に試

セ
ン
サ
ー
織
物
開
発
着
々

黒恭奪‐‐築く

リ
ン
グ

で
き
る
セ

ン
サ
ー
や
　
る
。
尾
張
繊
維
技
術
セ
ン
タ
　
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
製

デ
バ
イ

ス
の
開
発
の
た
め

の
　
―
で
は
今
後
も
高
度
な
織
物
　
品
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

部
材

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
　
技
術
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
　
考
え
だ

。

木曽川商工会

織物技術を活用

先端分野に照準

聞

1庁」

る
。
例
え
ば
抗
菌
防
臭
を
は
　
他
分
野
に
事
業
進
出
す
る
と
　
地
の
人
が
持
つ
撚
糸
の
技
術

は

勝

て

な
　
　
―
対
応
策
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
」

な
ど
が
生
か
せ
、
取
り
組
み
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地

の
相

談

に

は

何

で
か

け
　
で
い
る
。
今
後
の
飛
躍
は
十

き
て
い
る
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ヽ

　

　

る
。
利
用
し
て
も
ら
わ
・

禰

朧

に

　

加

藤

　

淳

二

氏

に
開

　

れ
ば
存
在
音
ア

な
い
。
そ

翁

待
で
き
こ
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尾
張
繊
維
技
術

セ

ン
タ
ー
内

の

研
究
設
備


